
38『0
0喚4

、
)

)

・)
7

)

)

)

7
ノ

尉
皿

歳
覧

ユ
巨
】
診

」
旦
且
」
鱈

⇒
ヒ

・上
A

D

窪

」
五

ゲ
」
旧
料

ト
ヲ

Z
9

江
月

荒

へ
口
』

"

塞

斗

L
～

美

「

一星

旨

謳

攻

醇
又

ノ

SPECT(単 光子断層撮像法)に よる

心筋血流量定量測定法の確立 に関する研究

(課題 番号09670907)

平成9年 度 ～平 成10年 度科学研究 費補助金(基 盤研究(C)(2))研 究 成果報告 書

平成11年3月

研究代表者 油 野 民 雄

旭川医科大学医学部教授



は し が き

研究組織

研究代表者:油 野 民雄(旭 川医科大学医学部教授)

研究分担者:秀 毛 範至(旭 川医科大学医学部講師)

研究経費

平成9年 度

平成10年 度

計

1,300千 円

900千 円

2,200千 円

研究発表

(1)学 会誌等

該当な し

(2)口 頭発表

秀毛 範至、山本和香子、薄井 広樹、油野 民雄、佐藤 順一、石川 幸雄

心筋血流 トレーサ定速静注による心筋クリアランス算出の試み

第43回 日本核医学会北日本地方会、平成10年6月26日

(3)出 版物

該 当な し



研究成果
20iTICI
、99mTc-tetrofosminお よび99mTc-MlBlの 心筋血流放射性医

薬品の定速静注下の動態SPECT(単 光子断層撮像)法 、および急速静注

下のプ レーナー(二 次元撮像)法 から、局所心筋の経時的放射能増加を

とらえ、薬物動態 モデル解析の手法を用いて、心筋血流量を算出する局

所心筋血流定量法が、真 に局所心筋血流量を捉えるか否か、マイクロス

フェアを用いた動物実験モデルで明らかにすると共 に、臨床的にも各種

心疾患患者 に応用 し、本則定法の妥当性を評価することを研究主 目的と

した。また同時に、虚血性心疾患における心筋viability評 価 向上、お

よび冠動脈拡張術や冠血行再建術の適応決定や治療効果判定の精度向上

に役立つか否かを検討 した。以上によ り、簡便な測定法である本法の日

常臨床へのルーチ ン応用を計 ることを最終 目的とした。

科学研究費が交付 された平成9年 度および平成10年 度に得 られた研

究成果、および今後の展望は下記のごとくである。

1.心 筋血流量を絶対値 と して定量的に算出する方法 は、以下の如 き方

法にて得られた。心筋血流測定用の放射性医薬品を定速静注下で投

与 し、動態SPECTに よ り血液中と心筋放射能の経時的変化を観察 し

た結果、20iTlCl、99mTc-tetrofosminお よび99mTc-M旧1の 心筋血

流測定用三放射性医薬品ともに、定速静注下では、静注5分 以降に

血液中の放射能 は一定値 に達 し、また心筋放射能値は直線的な増加

を示 した。 したが って心筋放射能の静注5分 以降の直線的な増加率

(ク リアランス)を 、薬物動態解析 モデルの方法(マ イク ロスフェ

ア法や直線積分最小二乗法)を 用いて捉えることで、簡便 に日常の

ルーチン検査の一助と して、心筋血流量を定量的に絶対値 として算

出することが可能となった。 またラ ッ トによる検討結果で も、本法

の妥当性が立証 された。

2.虚 血性心疾患のviability評 価や冠動脈拡張術や冠血行再建術の適

応決定や治療効果判定には、運動や薬物投与などの負荷試験を実施



3.

して、心 筋血流 の増加 の有無 を測定す る ことが不可欠 で ある・ その

際、従来 の定性 的評価 よ りも、今 回のよ うに心筋血流 増加 を絶 対値

と して定量的 に算出す る ことで、精度 の向上が 望 める。冠動脈 拡張

剤であ るdipyridamoIeを 用 いて 、上記1の 方法 で心 筋血流 量 を算

出 し、実際 に心 筋への摂取が 増加す るか否か検討 した。20iTICI、

99mTc -tetrofosminお よび99mTc-MIBIの 心筋血流測 定用三放 射性

医薬 品間で は、20iTICIを 用 いた場合約2倍 の心筋摂取 増加が 見 られ、

201TIC1が 最 も良好 に心筋 血流 を反 映す る放 射性医薬 品で ある ことが

判 明 した。 また99mTc-tetrofosminお よび99mTc-MIBI間 で は、

99mTC -MIBIで 約1 .5倍 の心筋摂取 増加が 見 られ たものの、99mTC-

tetrofosminで はdipyridamoleを 投与 して も殆 ど心筋摂 取増加

が 見 られ なか った。 したが って99mTc・ ・tetrofosminは 、必 ず しも心

筋 血流測定用放 射性医薬 品 と して は適 当でな い ことが判 明 した。 さ

らに、運 動負荷 にて も上記1の 測定法が応 用 しうるか検 討 したが 、

運動負荷 の場合 にも応 用 しうる ことが 判 明 した。

以上 、心筋 血流 用放射 性医薬 品を定速静注 し、動 態PECTで 心筋血

流量 を絶対値 と して定量 測定す る方 法 は、多枝病 変 によ る虚血性心

疾患や、心筋 炎、心筋症等 の心筋血流が 全体的 に減少す る疾患 の診

断 に有用 なばか りでな く、冠 動脈拡 張術や冠血行再建 術 の判 定手段

のみ ならず、 治療適応 の是 非の決定手段 と して も応 用 しうる可 能性

が 示唆 され た。


